
2025 年 6 月 29 日（26 週目）主日礼拝                「神の国が臨みますように」(マタイ 6:9－13) 
1、福音は祈りを味わうことである：福音の御言葉、777 の祈り、救いの道を祈りで味わうように。 

2、生活の中で幸せを味わうように：特別早天祈祷会で祈りの中に入るように。特に、御国イザヤ先生が宣教に行かれている。宣教の現場の為に祈るように。 

3、共にいることを味わう：with,インマヌエル,oneness を味わう。その時に、ただ、唯一性、再創造の答えが来る。そして 300％の答えが現れる。 

〇私達は今、宣教現場の為に祈りで霊的な戦いをしなければならない。祈りの幸せを味わうことによって全てがなされる。祈りとして、イエス様が教えられた主の祈りがある。 

1、キリストの御名 2、神の国 3、和解と伝道・宣教 

▲主の祈りの中で「御名があがめられますように」との祈りがある。

私達はキリストの御名があがめられ全ての人が救われる事を祈る。 

1)マタイ 6:9(だから、こう祈りなさい。『天にいます私たちの父よ。

御名があがめられますように。』) 

・キリストの御名が高められますように。 

・全世界にキリストの御名があがめられる(特にパキスタン, 

インド、スリランカで主の御名があがめられるように)。 

2)創世記 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫

と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、

おまえは、彼のかかとにかみつく。) 

・キリストの御名は、サタンを打ち砕いた真の王であるキリスト。 

・イエスキリストはサタンに勝利をされた。 

3)使徒 4:12(この方以外には、だれによっても救いはありません。世

界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、ど

のような名も、人間に与えられていないからです。) 

・キリスト以外にはどのような名も救いはない。 

・キリストがサタンを砕き,罪を赦し,神様に出会う唯一の御名。 

4)レギオン－ルカ 8:28－29(それは、イエスが、汚れた霊に、この人

から出て行け、と命じられたからである。) 

・レギオンの悪霊につかれた者は、キリストが権威を恐れた。 

・キリストが命じると豚の 2000頭ほどの大群にのりうつって死ぬ 

5)占いの霊－使徒 16:18(「イエス・キリストの御名によって命じる。

この女から出て行け」と言った。すると即座に,霊は出て行った。) 

・イエス・キリストの御名で命じると悪霊は出て行った。 

6)癒し－イザヤ 53:4－5(彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通さ

れ、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安

をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。) 

・キリストの御名によってこそ私達は癒されることが出来る。 

7)誉めたたえられる－ピリピ 2:9－11(神は、キリストを高く上げて、

すべての名にまさる名をお与えになりました。それは、イエスの御

名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののす

べてが、ひざをかがめ、すべての口が、「イエス・キリストは主で

ある。」と告白して、父なる神がほめたたえられるためです。) 

・イエス・キリストの御名が全世界でほめたたえられるように。 

▲主の祈りの中で,「神の御国が来ますよう

に」との祈りがある。私達の心,私の現場

に神様の国が臨まれる事が出来るように。 

1)マタイ 6:10(御国が来ますように。みここ

ろが天で行なわれるように地でも行なわれ

ますように。) 

・神様の国が臨まれるように。 

・特に宣教現場に神の国が臨まれるように 

2)現場に神の国が臨む－マタイ 12:28(わたし

が神の御霊によって悪霊どもを追い出して

いるのなら、もう神の国はあなたがたのと

ころに来ているのです。) 

・私の戦いは神の国とサタンの国との戦い 

・悪霊が打ち砕かれて神の国が臨む。 

・私の現場に神様の国が臨まれるように。 

3)マタイ 6:13(私たちを試みに会わせない

で、悪からお救いください。) 

‣サタンは私の中にやぐらを作る。 

‣サタンのやぐらが崩れ主のやぐらを築く 

‣やぐらが変わってこそ癒される。 

4)私の心に神の国－ルカ 17:20－21(いいです

か。神の国は、あなたがたのただ中にある

のです。」) 

 ・私の心に神様の国が臨まれるように。 

5)777の祈り 

 ‣７７７の祈りを味わい主のやぐらを築く 

7)マタイ 6:11(私たちの日ごとの糧をきょう

もお与えください。) 

 ・日ごとの生活を心配をする必要はない。 

8)マタイ 6:33(神の国とその義とをまず第一

に求めなさい。そうすれば,それに加えて,

これらのものはすべて与えられます。) 

‣神の国とその義とをまず第一に求める。 

 ‣全て必要な物は与えられる。 

 

▲聖徒同士、赦しあい、愛し合うようにとの祈りをするべき。 

1)マタイ 6:12(私たちの負いめをお赦しください。私たちも、私

たちに負いめのある人たちを赦しました。) 

‣主は私の罪を赦したので私も他の人を赦すように。 

2)Ⅱコリ 2:9－11(私が何かを赦したのなら、私の赦したこと

は、あなたがたのために、キリストの御前で赦したのです。

これは、私たちがサタンに欺かれないためです。私たちはサ

タンの策略を知らないわけではありません。) 

・人を赦さないとサタンの策略にはまってしまう。 

3)Ⅰヨハ 4:9-11(愛する者たち。神がこれほどまでに私たちを愛

してくださったのなら,私達もまた互いに愛し合うべきです) 

・愛し,赦す為には①神の愛を味わい,②私達は神を愛する者

となる事で③互いに愛し合い赦し合う事が出来る 

〇Ⅰヨハネ 4:20－21(神を愛すると言いながら兄弟を憎んでい

るなら、その人は偽り者です。) 

・神を愛すると言って人を憎んでいるのは偽りである。 

・サタンに敵対心を持ち、聖徒には愛と赦しを持つ。 

〇Ⅰコリ 13:2－3(山を動かすほどの完全な信仰を持っていて

も、愛がないなら、何の値うちもありません。) 

‣キリストの愛がないのなら、何の値打ちもない。 

‣キリストの愛と赦しを持って互いに愛し,赦しあう。 

4)マタイ 24:14(この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、す

べての国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます。) 

・聖徒とチームになって祈り伝道をするように。 

5)ヨハネ 8:31(「もしあなたがたが、わたしのことばにとどまる

なら、あなたがたはほんとうにわたしの弟子です。」) 

・御言葉に従うのが弟子である。 

①教会の弟子,②現場の弟子,③1つの国の弟子を生かす 

6)ヨハネ 13:34－35(もしあなたがたの互いの間に愛があるな

ら、それによって、あなたがたがわたしの弟子であること

を、すべての人が認めるのです。) 

‣互いに愛し合うことで人々が弟子であることを認める 

▲結論－神の国が臨むように 

〇マタ 11:12(天の御国は激しく攻められています。そして、激

しく攻める者たちがそれを奪い取っています。) 

・天の御国は積極的に攻めることによって成り立つ。 

〇エペ 6:18(すべての祈りと願いを用いて、どんなときにも御

霊によって祈りなさい。) 

 ・特別早天で宣教の為に祈り霊的な戦いをするように。 



現場地教会（2025 年 6月 29 日～2025 年 7月 5 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】          「神の国が臨みますように」(マタイ 6:9－13) 

    

【讃美】                   384 神はわがやぐら 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

祈
り
文 

     

７
７
７
の
祈
り 

 

天の父なる神様、あなたの大いなる恵みに感謝を捧げます。 

今の時間にも、宣教の現場に行っておられる、御国イザヤ牧師、大津牧師に聖霊

充満と 5つの力を与えて下さり,神様が願われる宣教の働きが出来ますように。 

パキスタン、スリランカ、インドの宣教現場において、キリストの御名があが

められますように。また、私の遣わされている現場、家庭、地域でキリストの御

名があがめられますように。キリスト以外に救いの御名はありません。私が遣わ

されている現場にイエスキリストの御名で悪霊の力が打ち砕かれ、キリストの御

名が高められ、全ての人が、キリストを信じることが出来ますように。また、キ

リストの御名で私の病、霊的な問題が癒されることが出来ますように。 

 パキスタン、スリランカ、インドの宣教現場において、神の国が臨まれますよ

うに。また、私が遣わされている現場、家庭、地域に神の国が臨まれますよう

に。神の国が臨み、悪霊の力が打ち砕かれるように。私の中にある、サタンのや

ぐらを癒して下さい。777 の祈り、講壇の御言葉(3 つの今日)、また御言葉を黙

想する中で、私の心に神の国がのぞまれますように。私の生活のことも心配する

ことなく、ただ神の国とその義とをまず第一に求めますように。 

 私の周りの人を愛し、赦す事が出来ますように。私達が赦せないようにするサ

タンの策略を打ち砕いて下さい。ただキリストにある神の愛と赦しを味わい、心

を尽くして神を愛する中で、周りの人を愛し、赦すことが出来ますように。  

また、共に一つの心で祈り、世界福音化がなされることが出来ますように。私

をキリストの弟子として下さり、教会の弟子、現場の弟子、一つの国の弟子を生

かすことが出来ますように。 

 私達が今週、サタンと積極的に戦う中で、神の国を築き上げ、サタンの国が崩

されますように。パキスタン、スリランカ、インドの宣教現場の為に心を込めて

祈り、大きな宣教運動がなされることが出来ますように。 

 このお祈りをイエス・キリストのお名前によってお祈りをします。アーメン 

 
 

(お知らせ) 
 ① パキスタン,スリランカ,インド宣教の為(6 月 23 日～7 月 18 日) 

② 世界レムナント大会(7 月 29 日～8 月 1 日),リーダー修練会(7 月 24 日～26 日) 

③ 特別早天祈祷会(6 月 23日～7 月 18 日) 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


